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「芯の通った学校組織」推進プラン
第3ステージ２年目に向けて

大分県教育庁別府教育事務所

校長会【説明資料】



１ 学校マネジメントの深化（第３ステージ）
成果：○主任等を軸とした、組織マネジメントの推進体制の向上【観点Ⅲ】

課題：●重点目標の達成に近付く妥当な根拠や理由を説明できる達成指標、重点的取組及び取組指標を設定する。

その結果、育成を目指す資質・能力がより的確に見取れるものとする【観点Ⅰ】

●育成を目指す資質・能力にもとづく目標協働達成の更なる具体的な推進（家庭・地域の主体的な熟議の推進）

【観点Ⅱ・Ⅳ】

２ 授業改善の徹底
成果：○研究主任を中心とした組織的な授業改善による授業構想力の向上

課題：●単元構想をもとにした１単位時間のねらいに応じた具体的な評価規準の設定

●「努力を要する状況」の児童生徒に対する具体的な手立ての工夫

●「生徒と共に創る授業」の更なる推進（中学校）

３ いじめ・不登校対策等の推進
成果：○関係機関と連携した支援体制の充実

課題：●授業で全児童生徒の「できた」「わかった」につなげる手立ての充実

●集団づくりに対する取組の更なる充実

４ 「教育県大分」を担う人材育成
成果：○「大分県公立学校教員育成指標」を有効活用（自己評価等）

課題：●キャリアステージに応じた校内の人材育成体制の更なる充実

５ 体力向上の推進・健康課題への対応
成果：○コロナ禍においても一校一実践等の取組を工夫して実施（体育専科教員等の活用）

課題：●運動愛好度の更なる向上に向けた組織的な取組の充実

６ 「個別の指導計画」の活用推進
成果：○特別支援教育の視点からの指導力の向上（「個別の指導計画推進教員」の活用）

課題：●個別の指導計画をツールとした日常的な支援及び改善（学期毎のPDCA、質の高い支援等）の充実
2

令和２年度別府教育事務所管内戦略・行動計画 総括

管
内
戦
略

行
動
計
画



第３ステージ１年目における管内の課題

学校マネジメントの深化（第３ステージ）

■重点目標の達成に近付く妥当な根拠や理由を説明でき
る達成指標、重点的取組及び取組指標を設定する。
その結果、育成を目指す資質・能力がより的確に見取れ
るものとする。【観点Ⅰ】

■育成を目指す資質・能力にもとづく目標協働達成の更な
る具体的な推進（家庭・地域の主体的な熟議の推進）

【観点Ⅱ・Ⅳ】
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第２ステージ 第３ステージ
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児童生徒
の実態

地域・
保護者の

願い

教職員の
願い

目
指
す
子
ど
も
像

学
校
の
教
育
目
標

Ａ
を
志
向
し
て
、
Ｂ
と
Ｃ
を
育
成
す
る

各教科等で育成を目指す資質・能力との関連
各教科等の学習過程との関連
各教科等の学習テーマや教材・人材との関連

「学校の教育目標見つめ直し」イメージ

カリキュラム・マネジメントの柱

具
体
化
・
焦
点
化・
明
確
化

目指す子ども
像を支える資
質・能力

目指す子ども
像を支える資
質・能力

これらを
教科横断的に育成

＊評価可能な具体性
のあるもの

Ａ

Ｂ

Ｃ

「第５９回大分県小学校校長会研究大会佐伯大会【行政説明】改」より

「R2年度 学校評価の4点セット」の
進捗状況（達成状況）を参照

【例１】見直し
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【例２】見直し

３つの柱

（知） （徳） （体）

実態
育成を目指す

資質・能力
実態

育成を目指す
資質・能力

実態
育成を目指す

資質・能力

今
年
度
の
学
校
全
体
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

生
き
て
働
く

「
知
識
及
び
技
能
」
の
習
得

①

②

③

④

来
年
度
育
成
を
目
指
す
資
質・
能
力
（
一
つ
ま
た
は
二
つ
程
度）

学
校
の
教
育
目
標

未
知
の
状
況
に
も
対
応
で
き
る
「
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
」
の
育
成

学
び
を
人
生
や
社
会
に
生
か
そ
う
と
す

る
「
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
」
の

涵
養
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育成を目指す資質・能
力の三つの柱

知（主に各教科） 徳（主に道徳） 体（主に保健体育）

目指す
子ども

像
具体的
設定

学校の教育目標の設定

重
点
目
標

達
成
指
標

重
点
的
取
組

取
組
指
標

【◇◇部 主任○○、副主任○○】 【◇◇部 主任○○、副主任○○】 【◇◇部 主任○○、副主任○○】

子ども、学校の実態

○基礎学力（国・算）ともに向上。
○低学力層は減少傾向。
●算数の割り算が弱い。
●学力の二極化あり。（支援を要する児童が一定の割合
いる。）
●問題を読み取る力弱い。
●県調査活用問題（算数）偏差値５０以下。

生きて働く知識及び技
能の習得

（課題）
・基礎的基本的

学力の定着
・個人差が大きい（２極化）

（具体的な資質・能力）
・語彙力
・読解力
・学習規律
・計算力（除法中心）

（課題） （具体的な
資質・能力）

（課題） （具体的な
資質・能
力）

知識及び
技能

（理由）

・学習習慣未定着
・個に応じた指導不足
・家庭環境、保護者の

関心、意欲
・授業改善の未徹底

（未熟な単元計画）

（考えられる改善策）

○組織的な授業改善の徹底
・１時間の付けたい力を明確
にした授業実践
・努力を要する児童及び特別
な支援を要する児童への具体
的な手立ての工夫
○習熟度別授業の推進
○補充学習指導の充実
○朝読書の充実

（理由） （考えられ
る改善策）

（理由） （考えられ
る改善策）

未知の状況にも対応で
きる思考力・判断力・表
現力等の育成

（課題） （具体的な資質・能力） （課題） （具体的な
資質・能力）

（課題） （具体的な
資質・能
力）

思考力・
判断力・
表現力等

（理由） （考えられる改善策） （理由） （考えられ
る改善策）

（理由） （考えられ
る改善策）

学びを人生や社会に生
かそうとする学びに向か
う力、人間性等の涵養

（課題） （具体的な資質・能力） （課題） （具体的な
資質・能力）

（課題） （具体的な
資質・能
力）

（理由） （考えられる改善策） （理由） （考えられ
る改善策）

（理由） （考えられ
る改善策）

学びに向かう
力、人間性等

※児童生徒の実態等から育成を目指す資質・能力を明確にする過程

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

１

２ ３

４ 学
校
の

教
育
目
標

（実態） → （課題）→
（理由）→（改善策）→
（具体的な資質・能力）

【例２－１】見直し

「R2年度 学校評価の4点
セット」の

進捗状況（達成状況）を参考



学校の教育目標の設定・見直し、４点セット重点目標の設定（例）
　　　　　　　　　　　　（「何を学ぶか」「どのように学ぶか」「何ができるようになるか」）⇒「社会に開かれた教育課程」の実現、「カリキュラムマネジメント」の実現

（育成を目指す資質・能力）
・コミュ二ケーション力の育成
人間関係を構築する力の育成

（取組の重点）
○人との関わり方についての
技能習得
・ソーシャルスキルトレーニング
○仲間づくり・絆づくり
・構成的グループエンカウン
ター

（育成を目指す資質・能力）
・問題解決力（算数科中心）の
向上

（育成を目指す資質・能力）
・自己管理能力の向上

（取組の重点）
○組織的な授業改善
・児童の考えを深める問いのあ
り方
・自分の考えを書かせる活動
・根拠をもって説明する力の向
上
・児童の言葉を使ったまとめ
○教師の単元構想力の向上
・計画的な問題解決学習の授
業実践

（取組の重点）
○家庭と協力したメディアコント
ロール
・家庭でのメディアルールの設
定
○生活リズムの習慣化
・計画的な家庭学習習慣の確
立

（育成を目指す資質・能力）
・諦めずに、進んで課題解決に
取り組もうとする態度

（育成を目指す資質・能力）
・思いやりをもって、進んで他
者と関わろうとする態度

（育成を目指す資質・能力）
・進んで運動に親しもうとする
態度

（取組の重点）
○組織的な授業改善
・授業の振り返りにおけるつけ
たい力の確実な見取り

（取組の重点）
○仲良し集会
・異学年の交流活動
○生徒指導の三機能における
共感的人間関係を意識した授
業実践

（取組の重点）
○一校一実践
・チャレンジカードで意欲化
○外遊びの奨励
○「親子で運動」の推進
○トレーニング道具の整備

働き方
改革

働き方改革
の推進

（実態） （要因・背景） （課題）

学びを人生や社会
に生かそうとする

「学びに向
かう力・人
間性等」の

涵養

意
欲
的
に
取
り
組
む
力
の
育

成

未知の状況にも対
応できる

「思考力・
判断力・表
現力等」の

育成

（育成を目指す
資質・能力）

自
己
判
断
・
自
己
表
現
で
き

る
力
の
育
成

（実態)

　 ↓

（課題）

（育成を目指す
資質・能力）

人
間
関
係
形
成
力
の
育
成

重点的取組 取組指標

【◇◇部　主任○○】

生きて働く

「知識・技
能」の習得

（実態)

　 ↓

（課題）

（育成を目指す
資質・能力）

（実態)

　 ↓

（課題）

資質・能力
三つの柱

知 徳 体 目指す
子ども像

学校の
教育目標

校長の
経営ビジョン 重点目標 達成指標

児童・生徒の実態から育成を目指す資質・能力を明確にする （家庭・地域の願い） 学校評価の４点セット
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育成を目指す資質・能力に係る設定例

３つの柱 育成を目指す資質・能力（例）

今
年
度
の
学
校
全
体
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力

生
き
て
働
く

「
知
識
及
び
技
能
」
の
習
得

来
年
度
育
成
を
目
指
す
資
質・
能
力（
一
つ
ま
た
は
二
つ
程
度
）

学
校
の
教
育
目
標

未
知
の
状
況
に
も
対
応
で
き
る
「
思
考
力
・

判
断
力
・
表
現
力
等」
の
育
成

学
び
を
人
生
や
社
会
に
生
か
そ
う
と
す
る

「
学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
等
」
の
涵
養
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【教科横断的な視点に立った資質・能力】
○学習の基盤となる資質・能力
ア 言語能力
イ 情報活用能力
ウ 問題発見・解決能力
※下線は「三つの柱」ごとに明文化あり

○現代的な諸課題に対応して求められる資
質・能力
・健康・安全・食に関する力
・主権者として求められる力
・新たな価値を生み出す豊かな創造性
・グローバル化の中で多様性を尊重する
とともに，現在まで受け継がれてきた
我が国固有の領土や歴史について理解
し，伝統や文化を尊重しつつ，多様な
他者と協働しながら目標に向かって挑
戦する力

・地域や社会における産業の役割を理解
し地域創生等に生かす力

・自然環境や資源の有限性等の中で持続
可能な社会をつくる力

・豊かなスポーツライフを実現する力
など

※総則小学校Ｐ４８～、中学校Ｐ４９～

学習指導要領総則に明記

○持続可能な社会づくりの構成概念
Ⅰ 多様性
Ⅱ 相互性
Ⅲ 有限性
Ⅳ 公平性
Ⅴ 連携性
Ⅵ 責任性

ＥＳＤの視点に立った学習指導で重視す
る能力・態度（例）
① 批判的に考える力
② 未来像を予測して計画を立てる力
③ 多面的、総合的に考える力
④ コミュニケーションを行う力

⑤ 他者と協力する態度
⑥ つながりを尊重する態度
⑦ 進んで参加する態度

※「ＥＳＤの学習指導過程を構想し展開
するために必要な枠組み」
ー国立教育政策研究所ー

ＥＳＤ（持続可能な発展のための教育）

○人間関係・社会形
成能力
・コミュニケーシ
ョンスキル

・チームワーク等
○自己理解・自己管
理能力等
・忍耐力
・主体的行動 等

○課題対応能力
・課題発見
・計画立案
・評価、改善 等

○キャリアプランニ
ング能力
・学ぶこと、働く
ことの意義や役
割の理解

・多様性の理解等
※「キャリア教育に
かかわる諸能力の
育成に関する調査
研究報告書」

ー国立教育政策研究
所ー（H２３.３月）

キャリア教育



POINT👉校内の検証・改善サイクルと学校運営協議会の開催時期・熟議内容の連動と年度末までの「学校評価の４
点セット」案の策定が重要 （「検証・改善サイクル」のPOINT欄参照）また、家庭や地域全体の取組とし
て展開していくためには、家庭や地域の各組織内で積極的な周知と徹底の働きかけを行うことも重要

目標協働達成に向けたチームとしての学校運営協議会
年間スケジュール（例）

家庭 学校 地域

３
学
期

１
学
期

ＰＴＡ役員会
１年間の取組の検証・総括

運営委員会
１年間の取組の検証・総括

自治会役員会等
１年間の取組の検証・総括

ＰＴＡ役員会
１学期の取組の検証・総括

運営委員会
１学期の取組の検証・総括

自治会役員会等
１学期の取組の検証・総括

学校運営協議会〈２～３月〉

◆１年間の取組の検証・総括 ◆育成を目指す子ども像と資質・能力
◆次年度の年間活動計画案（行事等の精選・見直し、役割分担の見直し含む）
◆次年度の「学校評価の４点セット」案

熟議
内容

学校運営協議会〈４～５月〉

◆育成を目指す子ども像と資質･能力の確認 ◆｢学校評価の４点セット｣の確認・修正
◆年間活動計画･活動内容の確認・修正 ◆各取組の進捗管理、検証･改善

熟議
内容

ＰＴＡ役員会
新体制で重点的取組を確認

運営委員会
新体制で重点的取組を確認

自治会役員会等
新体制で重点的取組を確認

学校運営協議会〈７～８月〉

◆各取組の進捗管理、検証・改善
熟議
内容

※学校運営協議会を年間３～６回開催する場合

〈学校公開・授業参観〉学級懇談等の場において各家庭での取組や目
標の達成状況、学級独自の課題について検証し取組を検討。

各家庭への周知
取組の実践

地域への周知
取組の実践

取組の実践連絡・調整 連絡・調整

２学期も「学校運営協議会 → 周知・実践 → 各組織内での検証・総括 → 学校運営協議会」のサイクルを継続していきます。
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11

来年度「学校の教育目標」の設定スケジュール

１月 ２月 ３月

下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

学校

保護者

地域

事務所
市町村教育
委員会

来
年
度
「
学
校
の
教
育
目
標

（
案
）
」
を
決
定
し
、
保
護
者
・

地
域
と
共
有

学
校
運
営
協
議
会
等
（
学
力
向
上

会
議
等
）
で
令
和
3
年
度
の
「
学
校

の
教
育
目
標
（
案
）
」
と
4
点
セ
ッ

ト
（
案
）
の
進
捗
状
況
の
協
議

「学校の教
育目標
（案）」の
文言を整理
し、学校案
をまとめる

・今年度「学校の教育目
標」の総括

・来年度「学校の教育目
標」（一次案）作成

①令和２年度「学校評
価の４点セット」総括

②令和３年度「学校評価
の４点セット(案)」
①②を提出

「学校マネジメント相談窓口」の活用
※市町村教委を通して事務所と日程調整

小中連携
目指す子ども像等を中学校区
ですり合わせる


